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多
摩
地
域
で
３
市
目

立
川
市
障
が
い
者
条
例
成
立
！

り
除
く
た
め
の
「
合
理
的
配
慮
」
の
範
囲

を
11
の
分
野
（
①
保
健
及
び
医
療
②
福
祉

サ
ー
ビ
ス
③
教
育
④
保
育
⑤
療
育
⑥
雇
用

⑦
公
共
的
施
設
の
利
用
⑧
文
化
芸
術
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
生
涯
学
習
⑨
情
報
保

障
⑩
住
居
⑪
防
災
）
に
分
類
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
や
生
活
の
中
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

や
配
慮
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
や
、

さ
ら
に
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
解

消
推
進
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
置
な

ど
を
定
め
て
い
る
。

初
の
市
民
参
加
の
条
例
づ
く
り

議
会
と
市
民
と
の
協
働
が
前
進
！

　

国
は
こ
の
間
、「
障
害
者
基
本
法
改
正
」

「
障
害
者
総
合
支
援
法
成
立
」「
障
害
者
差

別
解
消
法
成
立
」「
障
害
者
雇
用
促
進
法

改
正
」
な
ど
を
整
え
、
2
0
1
4
年
1

月
に
1
4
1
番
目
の
締
約
国
と
し
て「
障

害
者
権
利
条
約
」を
批
准
。
立
川
市
で
は
、

先
駆
け
る
13
年
12
月
議
会
に
、「
障
が
い

の
あ
る
人
も
暮
ら
し
や
す
い
立
川
を
考
え

る
会
」（
17
団
体
）
が
障
が
い
へ
の
理
解

を
促
進
し
共
生
社
会
を
め
ざ
す
条
例
を
求

め
請
願
を
提
出
。
請
願
は
、
か
ね
て
か
ら

全
国
初
と
な
っ
た
千
葉
県
条
例
な
ど
の
学

　

条
例
の
前
提
と
な
る
考
え
方
を
示
す

前
文
で
は
、
障
が
い
は
、
個
人
の
問
題
で

は
な
く
地
域
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
と

捉
え
る
「
社
会
モ
デ
ル
（
社
会
の
中
に
あ

る
障
害
）」
が
盛
り
込
ま
れ
、
障
が
い
は
、

病
気
、
事
故
、
加
齢
に
よ
り
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
こ
と
、
条
例
が
誰
に
と
っ
て
も

有
益
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
「
認

め
合
う
地
域
社
会
こ
そ
が
豊
か
」
で
あ
る

と
明
示
し
た
。
ま
た
、
社
会
的
障
壁
（
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
妨
げ

と
な
る
ハ
ー
ド
面
、
ル
ー
ル
な
ど
）
を
取

習
を
積
ん
で
き
た
実
績
や
条
約
批
准
の
高

ま
り
と
相
ま
っ
て
、
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
、
初
の
市
民
協
働
に
よ
る
条
例
策
定
作

業
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

障
が
い
当
事
者
、
市
民
、
事
業
者
、
弁

護
士
ら
総
勢 

18
名
の
参
加
に
よ
る
策
定

検
討
委
員
会
（
座
長
：
吉
川
か
お
り
明
星

大
学
教
授
）
は
、
当
初
予
定
を
超
え
る
2

カ
年
・
21
回
に
わ
た
り
、
議
論
を
深
め
て

い
っ
た
。

　

市
民
の
参
加
で
つ
く
る
条
例
の
重
要

性
が
日
を
追
う
ご
と
に
共
有
さ
れ
て
い
く

中
、
付
託
先
の
厚
生
産
業
委
員
会
で
は
、

議
会
の
役
割
と
し
て
「
考
え
る
会
」
と
の

間
で
2
度
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。
党
派

を
超
え
て
論
点
を
整
理
・
確
認
し
行
政
と

の
議
論
に
臨
ん
だ
こ
と
は
「
開
か
れ
た
市

民
の
た
め
の
議
会
」
と
し
て
、
議
会
基
本

条
例
が
活
か
さ
れ
た
事
例
と
も
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
、「
相
談
機
能
の
あ
り
方
」

「
市
民
参
加
の
進
行
管
理
の
必
要
性
」「
わ

か
り
や
す
い
逐
条
解
説
の
作
成
」
を
継
続

提
案
。
相
談
機
能
と
し
て
「
委
託
相
談
機

関
」
が
あ
る
が
、
最
終
的
に
相
談
を
取
り

ま
と
め
関
連
部
署
と
連
携
で
解
決
で
き
る

よ
う
、
市
の
障
害
福
祉
課
に
「
基
幹
型
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
と
一
元
化
を

求
め
て
お
り
、
条
例
施
行
に
伴
う
職
員
対

応
の
今
後
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

折
り
し
も
東
京
都
障
が
い
者
条
例
が
提

案
前
夜
の
段
階
に
あ
る
。
広
域
行
政
に
寄

与
す
べ
く
あ
る
都
条
例
の
行
方
、
自
治
体

施
策
と
の
連
動
の
今
後
に
注
視
し
つ
つ
、

立
川
市
で
成
立
し
た
条
例
の
実
施
を
図
り

た
い
。
こ
の
ま
ち
で
「
地
域
共
生
社
会
」

へ
む
け
る
歩
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
議
会
議
員
　
稲
橋
ゆ
み
子

　

立
川
市
は
、
昨
年
の
第
4
回
市
議
会
定
例
会
を
経
て
、
障
が
い
へ
の
理
解
、
合
理
的
配
慮
や
差
別
の
解
消
を
目
的
と

す
る
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
２
０
１
６
年
に
施
行
さ

れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
法
理
念
に
鑑
み
、
誰
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
立
川
を
め
ざ

す
も
の
で
、
同
様
の
条
例
を
つ
く
る
の
は
、
八
王
子
市
、
国
立
市
に
次
い
で
多
摩
地
域
で
3
市
目
。
本
年
４
月
の
施
行

に
む
け
る
立
川
市
か
ら
、
市
議
会
議
員
の
稲
橋
ゆ
み
子
が
報
告
す
る
。

東京・生活者ネットワーク福祉部会のスタディツアーで、障がい者が地域社会で暮らし、働き、支え合うまちづく
りをすすめるNPO法人「やまぼうし」の多岐にわたる活動を見学した。同NPOが運営する、首都大学東京の障
がい者就労カフェ（八王子市）を見学する、立川・生活者ネット市議の稲橋ゆみ子

■ 2018 年都議会第 1 回定例会、2 月 21 日（水）
～ 3 月 29 日（木）。代表質問 3 月 1 日（木）、
一般質問 3 月 2 日（金）、5 日（月）。山内れ
い子一般質問：3 月 5 日予定。

日野ネット
2 月 11 日告示・18 日投票の日野市議選に、新
人の白井なおこを擁立予定　042-514-8695

町田ネット
2 月 18 日告示・25 日投票の町田市議選に、現
職のわたべ真実、新人のきくちしげこを擁立予定
042-729-2296

江東ネット
9 条改憲 !? 決めるのは私たち国民　国民投票
学習会
2 月 18 日（日）13：30 ～ 16：00    江東区総合
区民センター 6 階第 2 研修室（西大島駅）講師：
今井一（ジャーナリスト・国民投票 / 住民投票情
報室事務局長）　参加費 500 円　03-3636-9044

目黒ネット
小型家電リサイクルの仕組み～限りある資源を
有効活用するために～
2月22日（木）10：00 ～11：30　鷹番住区センター
第 1 会議室（学芸大学駅）　講師：目黒区清掃
事務所職員　参加費 200 円　03-3791-8069

西東京ネット
「ジェンダー・マリア―ジュ」上映会

２月 24 日（土）10：30 ～ 12：30　プラス・ド・
パスレル（西東京市泉町 3-12-25 パスレル保谷
2 階）　参加費 1000 円　子ども・学生 500 円
042-453-4121

品川ネット
学習会～障がい者基本条例！先進自治体国立市
に学ぶ～
2 月 25 日（日）13：30 ～ 16：30　荏原第三地
域センター区民集会所 1 集会室（戸越駅、戸越
銀座駅）　講師：天野誠一郎（国立市社会福祉法
人「かいゆう」評議員・立川市共同作業所「たん
ぽぽ」理事）　参加費 500 円　主催：風車の会（障
がいがある人もない人も生きやすい品川をつくる
会） 090-9000-6556（井上）　FAX03-5751-7106

　東京都は 1 月 12 日、2018 年度予算案に都民が提案した新

規事業 9 件を盛り込み、総額 8.5 億円を計上する方針を固め

た。応募総数じつに 255 件から絞り込んだもので、今回、予

算案に反映された事業は、［子育て支援］＝森と自然を活用

した保育などの推進／元気高齢者など多様な市民が輝く子育

て支援員などの確保促進事業、［高齢化対策］＝住み慣れた

地域での居場所づくり事業／ ICT を活用した地域包括ケアシ

ステムの構築モデル事業、［働き方改革］＝働く人のチャイ

ルドプランサポート事業、［防災対策］＝災害時の活用など

多様な課題を解決するための「自転車整備」支援事業、［空

き家活用］＝空き家の利活用マッチング体制整備事業／空き

家の緑化で地域を彩る！貸し庭支援事業、［環境対策］＝食

品ロス削減！区市町村連携事業――の 9 件。2 月開会の第 1

回都議会定例会で提案される。

　都道府県では初となる取り組みに小池都知事は、「生活に

密着した新しい発想で提案をいただいた」と胸を張るが、し

かし問題はその絞り込み過程にある。昨年 12 月 8 日～ 22 日

にインターネットや郵便などで 18 歳以上の都民に投票して

もらい、得票順で選んだかたちだが、投票に供された都民の

案は行政職員がふるいにかけて残った、たった 26 件。ほか

229 件は詳報されることはなく、悪く解釈すれば都行政が握

りつぶしたかたちだ。都民ファーストの視点に立つ、と銘打っ

た事業。本来であれば、すべての提案が投票対象としてエン

トリーされるべきであるし、200 数十を越える提案を事業別

に絞込み市民意思にはかるのであれば、この絞り込み作業に

こそ透明性が発揮されるべきで、行政から独立した都民主導

の第三者機関などによって行われるべきではなかったか。

　生活者ネットワークも賛同参加する非営利活動団体に、高

木仁三郎市民科学基金やソーシャルジャスティス基金、草の

根市民活動基金ぐらんなどがある。市民社会の強化・発展を

主たる目的に、市民が自ら行う調査・研究、事業や政策提案

活動への財源支援を行うこうした NPO 基金では、公募情報

の徹底公開と、第三者性を担保する専門家・市民代表らによ

る厳選審査、絞り込み過程における公開プレゼンテーション

の場などが二重三重に用意されて後、選考にあたっている。

　行政官僚制による政策運営の限界・停滞を打破し、自治あ

るまちづくりを推し進めるためには、市民の意思決定が欠か

せない。都民による事業提案制度に踏み出した今回を好機と

するためにも、行政があらかじめ事々を決める、そうした既

定の路線で正当性を調達するのではない公開性の担保、都民

参加こそを求めたいし、知事査定による予算化が、都民ファー

ストの名の下のパフォーマンスに終始してはならない。

　さらに、東京都に自治基本条例や市民協働条例、都議会基

本条例などを整備し、本来の都政への市民参加を深め、実体

化する展開を期待するものである。

編集部　加藤千鶴子

都民提案制度スタート

行
政
主
導
に
よ
る

政
策
運
営
の
限
界
を
打
破
し
、

参
加
と
自
治
を
推
進
す
る
好
機
に
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東京都 2018年度予算案を発表
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
文
書
質
問
か
ら
ー
ー

問
わ
れ
る
生
物
多
様
性

都
立
公
園
内
に
文
学
施
設
が
建
つ
⁈ 

　

都
立
井
の
頭
恩
賜
公
園
（
以
下
：
井

の
頭
公
園
）
に
文
学
施
設
が
建
つ
⁈
―

２
０
１
７
年
夏
、
俄
か
に
信
じ
難
い
情

報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
三
鷹
市

が
市
所
縁
（
ゆ
か
り
）
の
作
家
太
宰
治

と
吉
村
昭
の
文
学
施
設
を
建
て
る
と
い

う
の
で
す
。

　

今
年
度
、
都
立
井
の
頭
公
園
は
開
園

１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
都
は
06
年

か
ら
地
元
自
治
体
（
武
蔵
野
市
、
三
鷹

市
）
と
市
民
団
体
と
と
も
に
実
行
委
員

会
を
形
成
し
、「
よ
み
が
え
れ
！
湧

水
！
」
を
合
言
葉
に
、
生
態
系
を
取
り

戻
そ
う
と
か
い
ぼ
り
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
そ
の
最
終
場
面
で
の
こ
と
で

し
た
。

　

建
設
予
定
地
は
、
井
の
頭
公
園
西
園

入
口
正
面
の
樹
林
地
。
こ
こ
は
玉
川
上

水
の
右
岸
に
位
置
し
、
上
水
沿
い
の
豊

富
な
樹
林
と
、
隣
接
す
る
雑
木
林
や
公

園
の
樹
林
が
重
な
る
幅
と
厚
み
の
あ
る

樹
林
帯
を
形
成
し
て
お
り
、
長
年
土
地

固
有
の
生
き
物
（
希
少
な
ラ
ン
類
、
絶

滅
が
危
惧
さ
れ
る
鳥
類
な
ど
）
の
生
息

を
支
え
て
い
る
重
要
な
区
域
で
す
。
公

園
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
生
物
や
植
物
の
観

察
を
続
け
な
が
ら
、
井
の
頭
公
園
の
自

然
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
複
数
の
団

体
か
ら
、
こ
れ
を
問
題
視
す
る
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
都
は
、
16
年
1
月
、
31
の

都
立
公
園
を
対
象
に
、「
自
然
環
境
調

査
」「
生
物
多
様
性
保
全
管
理
計
画
の

策
定
」「
多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る

環
境
整
備
」
な
ど
を
行
い
、
以
来
多
様

な
生
物
が
生
息
す
る
都
立
公
園
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
井
の
頭
公
園

も
31
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
山
内
れ
い
子
都
議

を
通
じ
て
（
昨
年
の
第
３
回
都
議
会
定

例
会
で
）、「
都
立
公
園
の
生
物
多
様
性
」

に
つ
い
て
問
う
「
文
書
質
問
」（
注
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

都
は
、
公
園
内
に
建
造
物
を
つ
く
る

申
請
が
出
さ
れ
た
場
合
、
審
査
基
準
に

基
づ
い
て
い
る
か
を
適
切
に
判
断
し
た

う
え
で
許
可
す
る
こ
と
、
そ
し
て
20
年

度
か
ら
井
の
頭
公
園
の
自
然
環
境
調
査

や
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
、
生
物
多
様
性
保
全
管
理
計
画
の

策
定
に
着
手
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
は
建
設
予
定
地

を
公
園
内
の
別
の
場
所
に
変
更
し
、
再

度
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
ま

し
た
。
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
市
民
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
実
施

す
る
よ
う
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
気
候
帯
を
持
つ
東
京
に

こ
そ
「
自
然
史
博
物
館
」
を

　

山
間
部
雲
取
山
か
ら
火
山
島
の
伊
豆

七
島
、
一
度
も
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
海
洋
島
の
小
笠
原
諸
島
ま
で
を
域

内
に
持
つ
東
京
。
世
界
で
も
亜
高
山
帯

か
ら
亜
熱
帯
ま
で
と
多
様
な
気
候
帯
を

持
つ
都
市
は
他
に
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
広
域
圏
東
京
に
生
息
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
、
豊
か
な
自
然
を
守
る

に
は
、
生
物
の
現
状
把
握
と
情
報
収
集

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
情
報

を
統
合
す
る
拠
点
整
備
が
急
務
で
す
。

都
内
に
は
貴
重
な
資
料
を
持
っ
て
い
る

プ
ロ
並
み
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
多
く
活
動

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
資
料
の
収
集
保
管

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
の
面
積
の
３
分
の
１
を
自
然
公
園

が
占
め
て
い
る
と
い
う
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
周
辺
県

に
は
整
備
さ
れ
て
い
る
自
然
史
博
物
館

が
都
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
必
要

な
の
は
文
学
施
設
で
は
な
く
、
自
然
情

報
の
収
集
・
分
析
・
展
示
・
保
管
拠
点

で
す
。「
自
然
史
博
物
館
」
の
設
置
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
都
は
、
民
間
事
業
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
主
体
と
連

携
し
、
生
物
多
様
性
の
状
況
な
ど
自
然

環
境
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
、「
自

然
史
博
物
館
」
を
含
め
、
情
報
の
受
発

信
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

人
間
の
営
み
が
地
球
環
境
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す
中
、
よ
う
や
く
生

物
多
様
性
の
重
要
性
と
そ
の
価
値
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
環
境
自
治
体
東
京
」
の
か

た
ち
・
あ
り
様
を
お
お
ぜ
い
の
市
民
と

共
有
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷

を
軽
減
す
る
都
市
づ
く
り
を
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

杉
並
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

前
区
議
会
議
員
　
市
橋
綾
子

(

注)

文
書
質
問
：
都
議
会
で
は
、
一
般
質
問
は
議

員
一
人
当
た
り
13
分
／
年
と
時
間
制
限
が
課
さ
れ
て

い
る
が
、
議
員
の
権
利
と
し
て
文
書
に
よ
る
質
問
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

編集後記／ 7年前の 3.11で東電福島原発事故を経験し、自然も人の暮らしも取り返しのつかない被害を被っているのに、日本はいつまで原発を続け
るのだろう。茨城県東海村にある日本原子力発電（日本原電）の東海第二原発は、今年 11月に運転開始から40年となる老朽原発だ。この東海第二
の 20年運転延長を、日本原電は、原子力規制委員会に申請した。しかし資金不足の日本原電は、東電などに債務保証を求めるという。そんなことは
到底認められない。原発がなくても電気は足りている。原発は割に合わない。原発は事故を起こさなくても被ばく労働を強いる。東海第二は廃炉に！
折りしも、市民や政党のなかで「原発ゼロ・自然エネルギー基本法案」の議論が始まっている。「原発いらない」の声をあげ続ける。（上坂）

　

小
池
知
事
の
二
度
目
と
な
る
東
京

都
の
２
０
１
８
年
度
予
算
案
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
好
調
な
企
業
業
績
に

と
も
な
い
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
前
年
度
比
で
９
２
０
億
円
、
１
・

３
％
増
の
７
兆
４
６
０
億
円
と
な
り

ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
開
催
ま
で
い
よ
い
よ
２
年
半

と
な
り
、
競
技
施
設
建
設
な
ど
関
連

事
業
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
京
２
０
２
０
大
会
開
催
に

む
け
た
競
技
施
設
の
整
備
や
、
無
電

柱
化
、
骨
格
幹
線
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
投
資
的

経
費
は
、
２
０
１
５
年
度
に
17
年
ぶ

り
に
１
兆
円
台
と
な
っ
て
以
来
に
続

き
、
１
兆
１
０
０
０
億
円
台
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
の
最
終
補
正

予
算
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
準
備
基
金
へ
の
積
立

１
５
８
８
億
円
（
国
負
担
分
３
０
０
億

円
含
む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
予
算
と
２
０
１
７

年
度
補
正
予
算
は
、
２
月
21
日
か
ら

始
ま
る
第
1
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
。

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

２
０
１
８
年
度
の
予
算
要
望

　

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

子
ど
も
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
ひ
と
へ
の
投
資
を

重
点
に
、
環
境
に
配
慮
し
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
む
け
た
提
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。

子
育
て
や
介
護
へ
の

支
援
の
充
実
を
！

　

国
で
は
、
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介

護
へ
と
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

介
護
し
て
い
る
人
（
ケ
ア
ラ
ー
）
の

約
７
割
が
ス
ト
レ
ス
や
不
安
、
疲
労

を
抱
え
て
疲
弊
し
て
い
ま
す
。「
介
護

の
社
会
化
」
を
め
ざ
し
た
介
護
保
険

制
度
は
改
正
に
改
正
を
重
ね
る
中
で
、

む
し
ろ
「
在
宅
介
護
＝
介
護
を
家
族

に
押
し
つ
け
る
も
の
」
と
な
っ
て
お

り
、
制
度
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
住
み

な
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

思
う
市
民
の
気
持
ち
（
権
利
）
と
は

か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
族
だ
け
で
介
護
を
背
負
う
の
で
は

な
く
、
地
域
で
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

と
り
わ
け
若
者
や
働
き
盛
り
の
人

が
、
家
族
の
介
護
の
た
め
に
学
業
や

仕
事
を
や
め
て
介
護
を
抱
え
込
み
、

介
護
を
終
え
た
後
に
生
活
困
窮
に
陥

る
と
い
う
事
例
が
大
き
く
社
会
問
題

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
と

介
護
の
両
方
を
抱
え
込
む
ダ
ブ
ル
ケ

ア
ラ
ー
の
問
題
も
深
刻
で
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る

条
例
の
制
定
や
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

な
ど
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
や
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を

政
策
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
は
、
２
０
２
５
年
に
は
超
高

齢
少
子
社
会
、
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
ま
す
。
子
育
て
や
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
持
続
可
能
な
社
会
に
す
る
た
め

に
は
自
治
体
と
都
の
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

大
切
な
の
は
人
へ
の
投
資
で
す
。

２
０
２
０
大
会
後
の
施
設
が
負
の
遺

産
と
な
り
、
維
持
管
理
費
が
長
期
に

わ
た
っ
て
都
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
環
境
福
祉
優
先
の

政
策
運
営
を
求
め
、
２
０
１
８
年
度

予
算
案
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
き
ま
す
。

大浦湾に軍事基地はできない！2・18集会－“辺野古埋立工事の今”
2 月 18 日（日）15：00 ～　スペースたんぽぽ（水道橋駅）　講演：奥間政則（土木技師）
沖縄・一坪反戦地主会 関東ブロック 090-3910-4140

臨床医が語る、原発事故からの7年―子どもの甲状腺がんは？健康被害は？
2 月 25 日（日）13：30 ～ 17：00　渋谷光塾（JR 渋谷駅新南口すぐ）　講師：牛山元
美（医師）・柳原敏夫（弁護士）　500 円　脱被ばく実現ネット 090-8494-3856

ダキシメルオモイ展＆講演会「震災・原発避難者はいま」
展覧会：2 月 25 日（日）11：00 ～ 21：00・26 日（月）11：00 ～ 19：00 ／講演会：
25 日（日）14：00 ～ 17：00　練馬区立区民・産業プラザ（ココネリ）イベントコーナー

（練馬駅）　講演：小林憲明・瀬戸大作・河井かおり・二瓶和子（予定）　500 円
NPO 法人福島こども保養プロジェクト＠練馬 090-1253-3180

特別展スペシャル・トーク　満州の引き揚げ体験を語り継ぐ
3 月 17 日（土）14：00 ～ 16：30　AVACO チャペル（早稲田駅）　ゲスト：澤地久枝（作家）
1000 円　wam アクティブ・ミュージアム女たちの戦争と平和資料館 03-3202-4633

井の頭公園 100 年記念事業としてのかいぼりは3回目と
なる今回が最後。外来生物の駆除により、在来生物が目
に見えて増えてきた

文学施設の建設予定地として示されたのは井の頭公園西園入った正面の樹林地


